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西尾久 277 10 7 274 ▲3

東尾久１ 122 5 ☆ 5 124 2

東尾久２ 180 7 ☆ 7 178 ▲2

荒　 川 256 9 7 252 ▲4

町屋北 173 6 2 161 ▲12

町屋南 175 7 5 178 3

日暮里１ 159 6 ☆ 11 163 4

日暮里２ 185 8 3 185 0

南千住 177 7 ☆ 8 178 1

事業所 134 5 ☆ 10 140 6

直　 属 159 5 175

    合　計 1,997 70 ☆ 70 2,008 11

主婦の会 367 8 ☆ 9 361 ▲6

青年部 66 4 ☆ 6 54 ▲12

荒友会 188 10 ☆ 10 194 6

成　果

( 1 ) ２０１６年６月１０日 第５７２号

７月15日(金)14時～16時

希望者は前日までに予約を

６月初組合員数＝2,008人(＋17人)

発 行 所

東京土建一般労働組合荒川支部

東京都荒川区荒川６-３-１

TEL(3892)9131 FAX(3892)9381

発行者・豊田佳二／編集長・堀井龍二

http://www.doken-arakawa.org/

都
民
か
ら
怒
り

の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
特
に
問
題

が
多
い
東
京
の
桝

添
要
一
都
知
事

は
、
５
月
20
日
の

記
者
会
見
で
「
私

は
信
頼
を
失
っ
て
い
る
」
と
言

っ
て
実
態
調
査
を
第
三
者
に
委

ね
る
と
語
り
、
「
弁
護
士
に
」

⏌

「
第
三
者
の
目
」
を
繰
り
返

し
、
具
体
的
な
説
明
を
避
け
、

調
査
期
限
も
答
え
な
い
会
見
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
元
検
事

の
弁
護
士
２
人
を
選
任
し
た
」

と
時
間
稼
ぎ
。

建
設
会
社
か
ら
の
現
金
授
受

問
題
で
、
経
済
再
生
相
を
辞
任

し
た
甘
利
明
も
、
あ
の
週
刊
文

春
で
報
じ
ら
れ
、
記
者
会
見
で

「
東
京
地
検
特
捜
部
経
験
を
有

す
る
、
元
検
事
の
弁
護
士
に
よ

る
調
査
を
続
け
、
し
か
る
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
表
す
る
」
と

し
た
が
、
東
京
地
検
特
捜
部
は

甘
利
と
元
秘
書
２
人
の
三
人
を

不
起
訴
と
し
、
６
月
１
日
に
通

常
国
会
は
閉
幕
し
た
。
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
、
事
が
運
ん
で
い
る

部
分
に
不
審
を
抱
く
。

元
検
事
の
弁
護
士
さ
ん
は
金

銭
欲
の
政
治
家
か
ら
頼
り
に
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
が
当
た

り
前
と
な
る
よ
う
な
ら
日
本
人

は
怒
り
ま
し
ょ
う
。

▼
小
生
は
戦
後
団
塊
の
世
代
と

し
て
育
ち
、
田
舎
に
兵
隊
乞
食

と
言
う
人
が
居
て
、
僕
ら
子
ど

も
達
に
戦
争
の
話
を
し
て
く
れ

た
。
「
戦
争
に
は
ル
ー
ル
と
い

う
物
は
無
い
、
殺
す
か
殺
さ
れ

る
か
だ
。
弱
い
人
々
が
被
害
を

受
け
る
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
」
と

話
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
村
の

人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
立
派
な

兵
隊
乞
食
だ
っ
た
。

(

虎
）

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
昨
年
の
６
月
１
日
に
荒
川

支
部
へ
加
入
の
申
し
込
み
に
来

た
鈴
木
康
修
さ
ん
、
日
暮
里
一

分
会
３
群
に
所
属
に
な
っ
た

と
、
担
当
書
記
よ
り
説
明
を
受

け
、
事
務
所
に
お
伺
い
し
た
。

建
設
一
式
工
事
を
生
業
と
す

る
32
才
の
若
い
社
長
さ
ん
だ
っ

た
。
会
話
の
節
々
で
仕
事
の
多

忙
さ
が
伺
え
た
。

17
日
の
群
会
議
の
場
所
や
時

間
帯
を
知
ら
せ
る
た
め
訪
問
し

て
、
少
し
ず
つ
会
話
の
時
間
も

増
え
て
い
っ
た
。
最
初
は
、

「
明
日
は
群
会
議
で
す
」
と
連

絡
を
入
れ
た
り
、
「
何
時
頃
に

会
場
に
来
ら
れ
る
か
？
」
な
ど

の
確
認
を
し
て
い
た
。
現
場
が

遠
い
時
は
、
９
時
半
と
言
わ
れ

る
と
、
時
間
調
整
を
お
願
い
し

た
り
、
群
長
や
群
会
計
と
会
社

の
前
で
待
っ
た
り
し
た
。

群
役
員
は
な
る
べ
く
早
く
、

鈴
木
さ
ん
は
仕
事
か
ら
戻
っ
た

ら
、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

よ
り
思
い
が
交
錯
し
た
。

４
ヶ
月
位
に
な
る
と
、
「
８

時
過
ぎ
位
に
は
届
け
ま
す
」

と
、
少
し
ず
つ
こ
ち
ら
の
事
情

を
察
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。分

会
行
事
や
支
部
行
事
な
ど

を
伝
え
、
参
加
を
呼
び
か
け
た

り
、
分
会
新
聞
、
群
新
聞
で
記

事
に
載
せ
る
と
喜
ん
で
く
れ

た
。
組
合
加
入
か
ら
半
年
位
が

た
つ
と
「
社
員
を
全
員
土
建
組

合
へ
の
加
入
を
考
え
お
り
、
会

社
の
都
合
に
よ
り
年
明
け
の
３

月
か
４
月
に
は
加
入
手
続
き
し

ま
す
」
と
聞
き
、
毎
月
楽
し
み

で
い
つ
も
元
気
に
話
し
合
っ

た
。分

会
新
聞
と
群
新
聞
が
、
今

年
本
部
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
特

選
紙
に
選
ば
れ
、
表
彰
状
を
持

っ
て
記
念
撮
影
を
す
る
と
、
皆

で
喜
ん
で
く
れ
た
。
そ
し
て
、

様
々
な
問
題
を
解
決
し
な
が
ら

６
人
の
拡
大
を
５
月
に
達
成
出

来
た
。
こ
れ
を
励
み
に
、
目
標

を
持
ち
、
絶
え
ず
頑
張
り
た

い
。

㈱巧製 鈴木社長のもとへ加入手続きに訪問する日暮里１分会役員と多田書記

日
暮
里
一
・
事
業
所
分
会
は
５
人
の
超
過
達
成

春
の
拡
大
目
標
70
人
達
成

【
南
千
住
・
竹
達
浩
記
者
】

春
の
拡
大
月
間
で
は
、
い
つ
も

達
成
一
番
乗
り
が
恒
例
と
な
っ

て
い
る
事
業
所
分
会
だ
が
、
こ

こ
２
年
～
３
年
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
事
業
所
分
会
の
所

属
の
企
業
に
は
東
北
地
方
を
中

心
に
学
卒
の
従
業
員
を
雇
い
入

れ
て
い
た
も
の
が
、
地
方
再
生

の
政
策
に
よ
り
活
性
が
進
み
、

わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
企
業
の
面
接

に
行
く
必
要
が
無
く
な
っ
て
き

て
い
た
。

６
月
１
日
現
勢
２
０
０
０
人
回
復
し
組
織
実
増
へ

目
標
達
成
は
地
道
な
努
力

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ

り
景
気
が
上
昇
し
た
と
い
う

が
、
利
益
を
増
や
し
て
い
る
の

は
大
企
業
の
み
で
、
中
小
零
細

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
春

の
拡
大
達
成
は
難
し
い
の
で
は

と
懸
念
し
て
い
た
が
、
不
安
を

よ
そ
に
分
会
所
属
の
事
業
所
へ

打上式での八木橋分会長と新加入者の２人

多
く
の
従
業
員
が
入
社
し
、
達

成
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

語
る
八
木
橋
分
会
長
。

拡
大
行
動
な
ど
や
ら
な
く
て

も
皆
が
加
入
し
た
く
な
り
、
入

り
た
い
人
を
断
れ
る
ほ
ど
の
魅

力
的
な
組
合
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
と
日
々
思
案
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

事
業
所
分
会
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が
消
え
、
中
盤
以
降
厳
し
い
局

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
数
年
前

か
ら
当
た
っ
て
き
た
方
が
社
会

保
険
適
用
を
迫
ら
れ
て
加
入
に

至
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
最

終
の
統
一
行
動
で
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
南
千
住
・
根
本
武
義
記

者
】
東
尾
久

２
分
会
の
阿

部
分
会
長
に

お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

春
の
拡
大
月

間
は
、
分
会

内
事
業
所
の

協
力
に
よ
り

７
人
の
目
標

を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

こ
の
事
業
所

は
、
偶
然
に

も
分
会
の
役

員
会
を
開
催

す
る
町
会
会

館
の
近
く
に

あ
り
、
会
議
の
度
に
社
長
や
職

人
さ
ん
達
と
話
を
し
て
自
然
と

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
新
し
い
職
人
さ
ん

が
入
れ
ば
当
り
前
の
よ
う
に
組

合
に
入
れ
て
く
れ
る
と
て
も
協

力
的
な
事
業
所
と
な
り
、
他
の

分
会
も
羨
む
存
在
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の
要
求

を
聞
き
合
い
、
築
き
上
げ
た
友

好
関
係
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

し
ま
し
た
が
、
結
局
は
６
人
の

目
標
の
と
こ
ろ
11
人
の
超
過
達

成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
書
記
局
と
分
会

役
員
が
訪
問
し
た
後
も
、
川
又

副
委
員
長
が
訪
問
を
重
ね
、
そ

の
熱
意
が
社

長
に
伝
わ
っ

た

こ

と

で

す
。火

事
場
の

○
○
ち
か
ら

と
で
も
言
う

の
で
し
ょ
う

か
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
も

最
後
ま
で
諦

め
ず
に
頑
張

る
大
切
さ
を

痛
感
す
る
拡

大
月
間
で
し

た
。

【
書
記
局
・
船
橋
賢
一
通
信

員
】
南
千
住
分
会
は
目
標
７
人

で
月
間
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

今
月
間
は
統
一
行
動
日
前
に

す
で
に
組
合
内
事
業
所
か
ら
１

人
が
加
入
し
て
い
る
と
い
う
順

調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
統
一
行
動
初
日
は
10
人
を

セ
ン
タ
ー
に
集
め
て
出
陣
式
を

行
い
、
目
標
達
成
に
向
け
て
気

勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

組
合
員
だ
け
で
な
く
、
労
災

の
要
求
で
組
合
に
相
談
に
来
た

未
加
入
者
、
地
域
未
加
入
事
業

所
に
も
積
極
的
に
訪
問
し
ま
し

た
。
加
入
見
込
の
あ
る
対
象
者

目標達成おめでとう！

目標達成分会の皆さんです
㊤ 南千住分会 ㊥ 東尾久二 ㊦ 日暮里一分会

青年部・荒友会・主婦の会も目標達成！

主
婦
の
会
・
青
年
部
・
荒
友
会
も
達
成

春の
拡大月間

す
。【

日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二
記

者
】
５
月
27
日
金
曜
日
に
日
暮

里
１
分
会
が
拡
大
達
成
祝
賀
会

を
拡
大
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。今

回
の
拡
大
で
は
添
付
書
類

が
な
か
な
か
揃
わ
ず
、
締
切
り

に
間
に
合
う
か
冷
や
冷
や
過
ご

【
町
屋
南
・
薄
井
章
通
信

員
】
５
月
19
日
（
木
）
国
会

図
書
館
前
に
４
８
０
０
人
が

集
ま
り
、
戦
争
法
を
発
動
さ

せ
な
い
、
戦
争
法
は
廃
止
な

ど
の
コ
ー
ル

を
あ
げ
訴
え

ま
し
た
。
平

和
憲
法
を
守

り
、
戦
争
法

は

即

刻

廃

止
、
野
党
は
共
闘
し
参
議
院

選
挙
は
必
ず
野
党
が
勝
利
し

安
倍
内
閣
に
よ
る
独
裁
政
治

は
即
刻
辞
め
さ
せ
る
べ
き
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
の

人
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
集
会

で
は
、
沖
縄
を
代
表
す
る
歌

「
島
人
ぬ
の
宝
」
が
流
れ
、

次
は
戦
争
法
反
対
の
コ
ー

ル
、
日
本
共
産
党
、
社
会
民

主
党
、
民
進
党
の
各
代
表
が

安
倍
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
掛

け
る
べ
く
応
援
に
駆
け
付
け

ま
し
た
。
沖
縄
県
で
は
米
軍

基
地
移
設
問
題
で
ゆ
れ
る
な

か
、
元
米
兵
に
よ
る
日
本
人

女
性
へ
の
強
姦
・
殺
人
事
件

が
発
生
し
、
「
沖
縄
に
米
軍

基
地
は
絶
対
に
作
ら
せ
な

い
」
と
涙
な

が

ら

に

訴

え
、
会
場
全

体
が
連
帯
の

意
を
示
し
ま

し
た
。

「
戦
争
法
は
要
ら
な
い
」

集
会
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
人

も
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る

署
名
を
書
き
運
動
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

戦
争
法
は
廃
止
を

国
会
前
に
４
８
０
０
人
が
集
ま
る

【
厚
生
文
化
部
発
】
５
月
10

日
（
火
）
、
雨
天
の
な
か
支
部

会
館
３
階
に
お
い
て
共
済
推
進

委
員
学
習
会
が
12
人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
た
。

八
木
部
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
秋
に
開
催
予
定
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
な
ど
今
年
度
の
活

動
計
画
に
つ
い
て
述
べ
た
。

続
い
て
、
ど
け
ん
共
済
会
の

碇
谷
書
記
か
ら
共
済
推
進
活
動

へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
制
度
意
義
や
歴
史
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
火
災

共
済
に
つ
い
て
は
実
例
を
交
え

な
が
ら
実
務
基
準
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
熊
本
地
震

に
よ
り
広
が
る
不
安
か
ら
か
、

９
月
ス
タ
ー
ト
予
定
の
地
震
共

済
に
つ
い
て
の
質
問
が
相
次

ぎ
、
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
た
。

中
で
も
地
震
発
生
後
に
起
き

た
火
災
に
つ
い
て
、
「
地
震
発

生
か
ら
72
時
間
以
内
に
発
生
し

た
火
災
に
つ
い
て
は
地
震
共
済

で
対
応
す
る
」
と
通
常
の
火
災

保
険
と
の
線
引
き
に
対
す
る
説

明
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
火

災
共
済
の
補
償

内
容
に
関
す
る

質
問
も
寄
せ
ら

れ
、
全
参
加
者

が
理
解
を
深
め

共
済
推
進
月
間

の
目
標
達
成
に

向
け
て
意
思
統

一
し
た
と
こ
ろ

で
閉
会
し
た
。

共
済
推
進
委
員
会
を
開
催
し

制
度
の
理
解
を
深
め
る

共
済
推
進
月
間
は
６
月
ま
で

南
千
住
分
会

東
尾
久
二
分
会

日
暮
里
一
分
会

テキストを用いて学習した
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【
荒
川
・
磯
部
正
三
通
信

員
】
５
月
20
日
（
金
）
「
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
被
害
の

早
期
解
決
・
全
面
補
償
を
求
め

る
全
国
総
決
起
集
会
」
が
、
首

都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統

一
本
部
の
主
催
に
よ
り
、
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
建
設
現
場
で

建
材
に
含
ま
れ
て
い
た
ア
ス
ベ

ス
ト
の
曝
露
に
よ
っ
て
、
健
康

被
害
を
受
け
た
建
設
労
働
者
と

そ
の
遺
族
、
国

と
製
造
企
業
に

損
害
賠
償
を
求

め
て
い
る
ア
ス

ベ
ス
ト
裁
判
の

原
告
と
支
援
す

る
３
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し

た
。人

見
統
一
本

部
長
は
、
２
０

０
８
年
の
提
訴

以
来
４
回
に
わ

た
っ
て
国
の
責

任

が

断

罪

さ

れ
、
今
年
１
月
に
京
都
地
裁
判

決
で
は
製
造
企
業
の
責
任
が
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
で
初
め
て

認
め
ら
れ
、
「
こ
れ
は
、
我
々

の
運
動
の
成
果
に
よ
る
も
の

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
京
都

判
決
で
断
罪
さ
れ
た
製
造
企
業

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を
観劇された方に補助金が出ます。

2,000円～4,999円の観劇は500円、5,
000円以上の観劇は1,000円の補助金が
でます。

観劇補助の申請は観劇日より１カ月
以内。チケットの半券を持参し組合事
務所へお越しください。

お申し込みは、

ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団

ホームページへ

●荒川オペラシリーズ第56回公演

「ラ・ボエーム」

７月22日（金）午後６時半開演

７月23日（土）午後５時開演

日暮里ｻﾆｰﾎｰﾙ ｺﾝｻｰﾄｻﾛﾝ

一般 4,000円

●夏休みはエンゲキ！

舞台「ジャングル大帝」

８月27日（土）・８月28日（日）

午前11時・午後４時開演

日暮里ｻﾆｰﾎｰﾙ ｺﾝｻｰﾄｻﾛﾝ

大人 2,500円 親子ペア 3,000円

大人ペア 4,000円

あ
や
ま
れ
、
つ
ぐ
な
え
と
訴
え

被
害
者
や
遺
族
、
原
告
団
な
ど
が
集
ま
り
集
会

の
中
で
、
「
ニ
チ
ア
ス
」
「
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
」
の
２
社
は
原

告
側
が
要
請
し
て
い
る
面
談
を

拒
否
し
て
お
り
、
こ
れ
は
被
告

企
業
の
中
で
も
異
例
な
対
応
と

な
り
ま
し
た
。
統
一
本
部
で
は

こ
の
２
社
に
対
し
て
「
原
告
要

請
団
の
交
渉
を
受
け
入
れ
、
社

外
で
は
１
０
０
０
人
以
上
の
仲

間
が
見
届
け
る
」
と
い
っ
た
要

請
文
を
送
付
し
ま
し
た
。
「
ニ

チ
ア
ス
」
担
当
者
よ
り
「
管
理

職
も
含
め
て
対
応
す
る
場
を
設

け
る
の
で
20
日
の
包
囲
行
動
は

や
め
て
ほ
し
い
」
と
連
絡
が
入

り
、
包
囲
行
動
は
「
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
」
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
５
つ
の
高
裁
と

３
つ
の
地
裁
で
先
頭
に
立
つ
全

国
の
原
告
と
、
そ
れ
を
支
え
る

仲
間
の
運
動
の
成
果
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
は
こ
れ

か
ら
も
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
い
ま
求
め
ら

れ
る
事
は
被
害
者
救
済
制
度
の

確
立
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

太平洋セメント前で訴える

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
五
月
晴
れ
の
５
月
３
日

（
祝
・
火
）
の
憲
法
記
念
日
は

「
５
・
３
憲
法
集
会
」
に
参
加

の
た
め
荒
川
支
部
か
ら
11
人
が

会
場
の
東
京
臨
海
広
域
防
災
公

園
に
向
か
っ
た
。
ゆ
り
か
も
め

が
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
状

況
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て

開
催
時
間
前
に
会
場
に
着
い

た
。
広
い
会
場
に
は
、
参
加
団

体
の
旗
が
風
に
な
び
き
、
舞
台

の
後
方
板
に
は
、
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
「
明
日
を
決
め
る
の

は
私
た
ち
平
和
と
い
の
ち
と
人

権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会
」
が

ひ
と
き
わ
参
加
者
の
目
を
ひ
い

た
。
司
会
は
制
服
向
上
委
員
会

の
齋
籐
優
里
彩
さ
ん
、
「
今
日

５
万
人
が
平
和
主
義
破
壊
は
反
対
と

平
和
と
命
と
人
権
を
守
ろ
う

は
日
差
し
も
強
く
、
風
も
強
い

が
頑
張
っ
て
行
こ
う
」
と
の
挨

拶
か
ら
始
ま
っ
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
も
行
わ
れ
、
会
場
に
は
参
加

者
が
増
え
続
け
た
。

午
後
１
時
よ
り
主
催
者
の
５

・
３
憲
法
集
会
実
行
委
員
会
の

代
表
者
か
ら
の
挨
拶
で
始
ま
り

「
安
倍
政
権

の
下
で
立
憲

主
義
が
揺
ら

い
で
い
る
」

と
、
危
機
感

を
訴
え
た
。

ゲ
ス
ト
発

言
で
は
、
脱

原
発
、
安
全

保

障

関

連

法
、
沖
縄
基

地
建
設
問
題

を
、
様
々
な

立
場
の
方
々

が
訴
え
た
。

従
軍
記
者

を
経
験
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
武
野
武
治(

む
の
・
た
け
じ

１
０
１
歳)

さ
ん
は
「
私
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
戦
争

は
ど
う
言
う
物
か
を
、
国
内
で

も
、
海
の
外
で
も
経
験
を
し
ま

し
た
。
戦
争
で
人
の
幸
福
は
実

現
で
き
な
い
。
戦
争
を
さ
せ
な

い
よ
う
頑
張
ろ
う
」
と
全
身
で

声
を
絞
り
な
が
ら
訴
え
た
。

そ
し
て
、
野
党
４
党
の
代
表

か
ら
挨
拶
が
続
き
、
４
番
目
の

生
活
の
党
小
沢
一
郎
は
「
憲
法

の
理
念
、
理
想
を
守
る
事
も
、

安
保
法
を
廃
止
す
る
事
も
、
な

に
も
か
も
、
そ
の
思
い
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
選
挙
に
勝
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
強

く
訴
え
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
続
い
た
。

会
場
で
は
強
い
風
が
吹
き
、

支
部
旗
が
折
れ
る
事
態
も
あ
っ

た
が
、
組
合
員
は
発
言
者
に
耳

を
傾
け
拍
手
を
送
っ
た
。

主
催
者
発
表
で
は
、
昨
年
の

３
万
７
千
人
を
上
回
る
５
万
人

と
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
会
場
周
辺
を
デ
モ
行

進
を
し
た
。
（
敬
称
略
）

権
力
か
ら
暮
ら
し
を

守
る
の
は
憲
法
だ

野
党
共
闘
で

選
挙
勝
利
訴
え
る

舞台のメインスローガンが目をひく

最
近
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
の
中
で
聞
く
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
用
語
の
な
か
に

公
害
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

私
た
ち
は
「
公
害
と
は
何

で
す
か
」
と
問
わ
れ
て
も
、

即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
だ

ろ
う
。

環
境
基
本
法
に
は
公
害
と

は
「
環
境
の
保
全
上
の
支
障

の
う
ち
、
事
業
活
動
そ
の
他

の
人
の
活
動
に
伴
っ
て
生
ず

る
相
当
範
囲
に
わ
た
る
大
気

汚
染
、
水
質
汚
濁
（
水
質
以

外
の
水
の
状
態
又
は
水
底
の

底
質
が
悪
化
す
る
こ
と
を
含

む
）
土
壌
汚
染
、
騒
音
、
振

動
、
地
盤
沈
下
（
鉱
物
の
採

掘
の
た
め
の
掘
削
に
よ
る
も

の
を
除
く
）
及
び
悪
臭
に
よ

っ
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活

環
境
（
人
の
生
活
に
密
接
な

関
係
の
あ
る
動
植
物
及
び
そ

の
生
育
環
境
を
含
む
）
に
係

る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
を
い

う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
公

害
の
原
因
を
精
査
し
て
み
る

と
、
地
域
性
を
抜
き
に
し
て

は
そ
の
原
因
は
考
え
ら
れ
な

い
。
被
害
も
地
域
的
な
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
ア

ス
ベ
ス
ト
禍
（
公
害
で
有
る

か
・
否
か
は
別
と
し
て
）
を

考
え
る
と
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト

病
の
発
症
潜
伏
期
間
が
長

い
。
問
題
は
こ
れ
か
ら
も
増

え
る
だ
ろ
う
。
（
Ｈ
）


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組
合
へ
は
平
成
18
年
11
月

に
加
入
し
、
現
在
、
町
屋
南

分
会
の
分
会
長
を
さ
れ
て
い

る
、
澤
元
達
雄
（
さ
わ
も
と

・
た
つ
お
）
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「
東
京
土
建
に
入
っ
て
７

年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
教
宣
部
員
を
３
年
経
験

し
、
分
会
長
と
し
て
は
今
年

で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
若

い
頃
は
ボ
リ
ビ
ア
に
い
ま
し

て
趣
味
の
野
球
や
堤
防
で
海

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら

は
弱
電
の
仕
事
に
就
き
ま
し

た
。
親
会
社
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
仕

事
を
し
て
い
た
事
で
パ
ソ
コ

ン
の
配
線
を
行
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
休
日
に
レ
イ
ア

ウ
ト
の
変
更
の
な
ど
の
仕
事

が
あ
っ
た
が
、
今
は
会
社
の

経
費
削
減
に
よ
る
も
の
か
依

頼
が
減
り
ま
し
た
。

今
の
楽
し
み
は
休
日
に
子
供

と
都
立
尾
久
の
原
公
園
で
遊

ぶ
こ
と
と
言
い
ま
す
。
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
し
て

い
て
子
供
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
家
中
が

傷
だ
ら
け
で
、
シ
ー
ル
が
あ

ち
ら
こ
ち
に
張
ら
れ
賑
や
か

で
す
が
、
そ
れ
が
澤
元
さ
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
、

暫
ら
く
の
間
は
子
供
が
中
心

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
ま

す
」
取
材
＝
並
木
義
男
記
者

（
荒
川
分
会
）

澤元 達雄（町屋南分会） 19

スティーブン・フリアーズ監督

世
界
最
高
峰
の
自
転
車
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
、
ツ
ー
ル
・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
映
画
化
で

す
。
１
９
９
３
年
、
初
参
戦

し
た
ア
メ
リ
カ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
ラ
ン
ス
・
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
は
欧
州
の
強
豪
た
ち

の
前
に
あ
え
な
く
惨
敗
し
ま

す
。
勝
利
へ
の
執
念
に
燃
え

る
彼
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
肯
定

派
と
し
て
異
端
視
さ
れ
て
い

た
ミ
ケ
ー
レ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ

医
師
の
も
と
を
訪
れ
ま
す
。

同
じ
こ
ろ
、
ラ
ン
ス
は
脳
ま

で
転
移
す
る
が
ん
に
冒
さ
れ

ま
す
が
、
大
手
術
と
リ
ハ
ビ

リ
を
耐
え
抜
き
、
初
参
戦
か

ら
６
年
後
、
つ
い
に
ツ
ー
ル

・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
優
勝
。

前
人
未
踏
の
７
連
覇
も
達
成

し
ま
す
。
そ
の
活
躍
に
世
界

中
が
熱
狂
し
ま
す
が
、
サ
ン

デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
紙
記
者
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は

ラ
ン
ス
の
薬
物
使
用
を
疑

い
、
調
査
を
開
始
す
る
の
で

し
た
。
７
月
２
日
か
ら
丸
の

内
ピ
カ
デ
リ
ー
ほ
か
で
全
国

公
開
。

Ｃ
PHOTO

BYLARRY
HORRICKS

c2015
STUDIOCANALS.A.

ALL
RIGHTS

RESERVED

『疑惑のチャンピオン』

【
国
保
係
】

す
べ
て
の
国
保

組
合
は
、
厚
生

労
働
省
の
指
導

に
よ
り
、
定
期

的
に
組
合
員
の

資
格
確
認
を
行

う
こ
と
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
資
格
確

認
で
は
組
合
員

の
み
な
さ
ん
が

建
設
産
業
に
従

事
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る

た
め
に
公
的

（
客
観
的
）
な

書
類
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
国
保
組
合
に
届

出
さ
れ
て
い
る
就
業
実
態
区
分

が
「
事
業
所
に
所
属
し
て
い
な

い
外
注
手
間
請
け
・
日
当
で
加

入
し
て
い
る
組
合
員
」
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
「
就
業
実

態
（
保
険
料
区
分
・
事
業
所
・

業
種
）
申
告
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
「
業

種
確
認
書
類
」
（
所
得
税
の
確

定
申
告
書
Ｂ
の
控
え
、
労
働
保

険
特
別
加
入
証
明
書
、
請
求
書

な
ど
）
と
セ
ッ
ト
で
支
部
事
務

所
へ
ご
提
出
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
確
認
内
容
に
つ
い
て

は
、
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
支
部
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
の
尾
久
小
学
校
は
、
尾

久
橋
通
り
沿
い
に
あ
り
、
日
暮

里
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
「
熊
野
前

駅
」
か
ら
歩
い
て
２
０
０
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
、
正

門
が
あ
り
ま
す
。

尾
久
小
学
校
の
前
身
は
、
真

言
宗
豊
山
派
の
お
寺
で
あ
る

「
華
蔵
院
」
で
す
。
華
蔵
院

は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
上
尾

久
村
の
教
育
の
場
で
し
た
。

弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年

に
、
江
川
佐
十
郎
氏
が
、
寺
子

屋
江
川
堂
を
開
き
ま
し
た
。
明

治
11
（
１
８
７
８
）
年
に
は
、

私
立
田
辺
小
学
校
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
の
尾
久
小
学
校
は
、
全

校
児
童
が
３
９
６
人
の
地
域
に

根
差
し
た
伝
統
あ
る
学
校
で

す
。今

年
度
も
「
夢
や
希
望
の
実

現
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生

き
る
子
」
の
育
成
に
力
を
入
れ

開校当時の尾久小学校（尾久小学校ホームページより）

尾 久
小 学 校

古
く
か
ら
尾
久
の
教
育
の
場
に

児
童
の
心
を
育
て
る
た
め
に
校
内
に
田
ん
ぼ
も

４

尾
久
小
学
校
は
荒
川
区
東
尾
久
５-

６-

７
に

建
っ
て
い
ま
す
。

明
治
20
年
に
開
校
し
、
今
年
度
創
立
１
２
９

年
を
迎
え
る
歴
史
の
あ
る
小
学
校
で
す
。

明
治
11
年
に
開
校
し
た
、
華
蔵
院
（
け
ぞ
う

い
ん
）
の
私
立
田
辺
小
学
校
が
、
尾
久
小
学
校

の
前
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
正
８
年
に
現
在

の
場
所
に
移
動
し
て
き
ま
し
た
。

文
・
小
野
澤
富
彦
記
者
（
西
尾
久
）
、
写
真

・
橋
本
佐
世
通
信
員
（
直
属
）

前
身
は
江
戸
末
期
の

寺
子
屋

て
い
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ

り
、
子
供
た
ち
の
「
考
え
る

力
」
が
育
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
黒

板
の
活
用
や
、
専
門
家
に
よ
る

俳
句
教
室
、
書
道
家
を
招
い
て

の
書
道
教
室
な
ど
最
新
機
器
を

用
い
学
習
す
る
反
面
、
伝
統
文

化
の
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た

伝
統
あ
る
学
校

創立１２９年を迎える現在の校舎

そ
の
他
に
も
、
環
境
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に
、

１
年
生
、
２
年
生
は
１
人
１
人

で
鉢
の
植
物
や
野
菜
を
育
て
、

毎
日
の
水
や
り
と
観
察
を
し
た

り
、
４
年
生
は
緑
の
カ
ー
テ
ン

を
作
り
、
５
年
生
は
校
内
に
あ

る
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
し
た
り

と
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

【日時】2016年７月３日（日） 受付開始 14：30

パーティースタート 15：30

閉会予定 18：00

【会場】ロスカボス上野御徒町店
（東京都台東区上野１-20-９）

【参加】①20～40歳代までの組合員（男女問わず独身）
②組合員の関係者で20～40歳代までの独身女性

【参加費】男性：4,000円 女性：2,000円
【定員】男性：10人 女性 10人

◎参加希望の方は支部事務所へお問い合わせ下さい◎

就業実態申告書の提出を
国保組合からのお願い


